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物の適正処理マニュアル：感染性廃棄物を中心に）：66-73、2005 
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臨床 23(6)：661-6，2005 
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22(6)：627-31，2004 

堤 寬，平澤浩．病理医に必要なワンポイント病理技術第 4 回：パラフィン切片の作製．病理と臨
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田村浩一，堤 寬，井内康輝．新医師臨床研修制度における CPC 症例呈示とレポート作成の必

修化にあたって-病理側の対策-【第 5 回】今後の課題．病理と臨床 22（3）：291-8，2004 

田村浩一，堤 寬，井内康輝．新医師臨床研修制度における CPC 研修 –研修目標と方略のあり

方-（第 93 回日本病理学会総会ワークショップ報告）．病理と臨床 22（8）：859，2004 

田原節子，堤 寬．対談：田原節子のもっと聞きたい「診断するのは病理医。この事実をもっと広め

て，患者と医療を真に結びつけたい」．がんサポート 5：34-40，2004 

堤 寬．医療の安全，検体・臓器の廃棄処分と倫理．臨床検査 47（12）：1524-8，2003 

堤 寬．病理標本における病原体の検出．病理と臨床 21（臨増：感染症、病態と病理診断へのア

プローチ）: 74-91、2003 

堤 寬、鴨志田伸吾．アポトーシスの組織化学的証明法 ～TUNEL 法、in situ nick translation 法

および免疫組織化学染色～．組織細胞化学 2003（日本組織細胞化学会編）：189-200、2003 

堤 寬．病理解剖の意義，バイオハザード，特殊検査．彩の国さいたま 病理診断セミナーハンド

アウト 第 2 回：5-42，2003 

堤 寬．病理・法医解剖に伴うバイオハザードとその対策．日本醫事新報 4128：96-7，2003 

堤 寬．病理医レポート 6：乳癌学会に参加して感じた新しい潮流と課題．イデアフォー通信 47：

8-10，2003 

堤 寬．歯科診療における感染防止対策．大阪歯科衛生士会学術誌 12：2-8，2003 

鴨志田伸吾，堤 寬．2 件の胃生検組織が提出された時．Medical Technology（こんな時どうする

病理検査編）31(5)：544-6，2003 

松山篤二，堤 寬．「病理診断ってなあに」．医学のあゆみ 205(2)：148-9，2003 

馬原文彦，堤 寬．ツツガムシ病・日本紅斑熱の臨床と病理．病理と臨床 21（臨時増刊号）：

18732，2003 

田村浩一，堤 寬，井内康輝．新医師臨床研修制度における CPC 症例呈示とレポート作成の必

修化にあたって-病理側の対策－【第 2 回】CPC 研修のために必要な準備．病理と臨床 21

（12）：1387-90，2003 

田村浩一，堤 寬，井内康輝．新医師臨床研修制度における CPC 症例呈示とレポート作成の必

修化にあたって-病理側の対策－【第 1 回】従来の CPC との違い．病理と臨床 21（11）：

1284-90，2003 

田村浩一，井内康輝，堤 寬，川本雅司，鬼島 宏．新医師臨床研修制度における CPC レポート

はいかにあるべきか．医学のあゆみ 204（12）：891-901，2003 

井内康輝，堤 寬，田村浩一，川本雅司，鬼島 宏．新医師臨床研修制度における CPC レポート

作成と症例提示の意義．医学のあゆみ 204（12）：885-90，2003 

堤 寬．検査部門における建築設備計画上の感染対策：剖検部門．病院設備 44(3): 425-39、

2002 

堤 寬．感染症診断における病理の役割．Medical Technology 30(1): 119-28, 2002 

堤 寬．医療廃棄物処理システムの整備に関する提言．訪問看護と介護 7(3): 212-9、2002 

堤 寬．細胞診でみつかる病原体．病理と臨床 20（臨増：細胞診）: 56-68、2002 

堤 寬．日和見感染の病理診断．臨床病理 50(7): 649-57、2002 

堤 寬．高齢者ケアの現場で注意すべき感染症とその対策．月刊総合ケア 12(8): 12-24、2002 

堤 寬．ドイツにおける廃棄物処理：とくに感染性廃棄物のとり扱いについて．日廃振センター情

報 10 秋号：36-45、2002 

堤 寬．症例から学ぶ感染症の細胞診断．日本臨床細胞学会広島県支部会報 23: 1-9、2002 

堤 寬．バイオハザードの観点からみたプリオン病．臨床検査 46(12): 1539-44、2002 
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堤 寬．免疫組織化学におけるトラブルシューティング．組織細胞化学 2002（日本組織細胞化学

会編）：23-31、2002 

堤 寬．結核のバイオハザード対策．医学のあゆみ 198(3): 213-9、2001 

堤 寬．不思議の国の不思議な手術場．LiSA 8(1): 32-35, 2001. 

堤 寬．胸水中に出現した LE 細胞．病理と臨床 19(1): 78-9, 2001. 

堤 寬．腹水中に出現した大型顆粒リンパ球．病理と臨床 19(1): 84-1, 2001. 

堤 寬．腸管感染症Ⅰ．臨床消化器内科 16(4): 495-504, 2001. 

堤 寬．腸管感染症Ⅱ．臨床消化器内科 16(5): 623-34, 2001 

堤 寬．臨床医のための人体病理学：感染症．現代医療 33(1): 99-110、2001 

堤 寬．病理診断における免疫染色の工夫と応用．組織細胞化学 2001（日本組織細胞化学会

編）：137-46、2001 

堤 寬．美食と寄生虫．感染と消毒 7(1): 21-6、2000 

堤 寬．免疫染色におけるアーチファクト対策．検査と技術 28(10): 1227-34, 2000 

鴨志田伸吾、堤 寬．特殊染色法 酵素抗体法．検査と技術 28(10): 1243-8, 2000 

鴨志田伸吾、堤 寬．特殊染色法 免疫染色のこつ．検査と技術 28(11): 1331-6, 2000 

堤 寬．上皮内癌は進行癌へ移行するか．EBM ジャーナル 1(4): 531, 2000. 

堤 寬．病院感染対策に一言：病院のにおい．Infection control 9(13): 1381, 2000. 

堤 寬．パラフィン包理か凍結標本か．病理と臨床 18（臨増：免疫組織化学と in situ 

hybridization のすべて）: 11-16, 2000 

堤 寬．非放射性プローブ．病理と臨床 18（臨増：免疫組織化学と in situ hybridization のすべ

て）: 233-5, 2000 

堤 寬．免疫組織化学：感染症診断への応用．病理と臨床 18（臨増：免疫組織化学と in situ 

hybridization のすべて）: 216-21、2000 

堤 寬．In situ hybridization：感染症診断への応用．病理と臨床 18（臨増：免疫組織化学と in situ 

hybridization のすべて）: 277-87、2000 

堤 寬．感染症の遺伝子診断．病理と臨床 18(7): 62874、2000 

堤 寬．感染症．臨床検査 44(11: 臨増：細胞診-21 世紀への展望): 1399-408、2000 

堤 寬．医療廃棄物の適正処理（管理）について．３．病理部門．臨床病理レビュー 112（医療廃

棄物の適性処理マニュアル、感染性廃棄物を中心に）: 32-7、2000 

堤 寬．ゴミ箱の中の医療問題：医療廃棄物の適正処理に向けて．保険診療 55(7): 5841、2000 

堤 寬．病理解剖に伴うバイオハザードとその対策．感染症 184: 11-12, 19-26、2000 

堤 寬．患者血清を利用した免疫組織化学．組織細胞化学 2000（日本組織細胞化学会編）：

138-42、2000 

堤 寬．ホルマリン液の適性廃棄．病理と臨床 18(10): 1129-32, 2000 

堤 寬．原発不明癌の診断に役立つ免疫組織化学的マーカーと電顕的マーカー．病理と臨床 

18(11): 1203-11, 2000 

堤 寬．目で見て学ぶ病理写真 前編：血液疾患・腎疾患．月刊「医師国試対策」（Kokutai）、

2000 年 7 月号、3-23. 

堤 寬．目で見て学ぶ病理写真 後編：婦人科疾患・その他．月刊「医師国試対策」（Kokutai）、

2000 年 8 月号、29-49. 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．73．「追加：細菌感染症」18(1): 58-60, 2000 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．74．「追加：細菌感染症 I」18(1): 62-5, 2000 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．75．「追加：細菌感染症 II：類鼻疽とリケッチア症」18(2): 

148-50, 2000 
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堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．84．「炎症細胞診：Gram 染色の重要性」18(2): 152-4, 

2000 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．77．「アカントアメーバ感染症」18(3): 294-6, 2000 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．78．「RNA を標的とした病原体同定法（ISH 法）、連載を

終えるに当たって」18(2): 298-9, 2000 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．49．「回虫症、イヌ・ネコ回虫症、ブタ回虫症」17(1): 84-

8, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．50．「アニサキス症、線虫総論」17(1): 84-2, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．51．「蟯虫症、鞭虫症、鉤虫症」17(2): 196-7, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．52．「糞線虫症、フィリピン毛細線虫症、肝毛細線虫症」

17(2): 198-200, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．53．「東洋毛様線虫症、広東住血線虫症、旋毛虫症、メ

ジナ虫症」17(3): 292-4, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．54．「フィラリア症、オンコセルカ症、イヌ糸状虫症」17(3): 

296-8, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．55．「皮膚爬行症Ⅰ」17(4): 384-6, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．56．「皮膚爬行症Ⅱ、小形条虫症、裂頭条虫症、条虫症

総論」17(4): 388-90, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．57．「嚢虫症」17(5): 4973, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．58．「吸虫総論、肺吸虫症」17(5): 500-2, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．59．「肝吸虫症、タイ肝吸虫症」17(6): 656-7, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．60．「肝蛭症、住血吸虫性皮膚炎」17(6): 658-9, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．61．「ビルハルツ住血吸虫症」17(7): 748-9, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．62．「日本住血吸虫症、マンソン住血吸虫症、横川吸虫

症、ボルボソーマ症」17(7): 750-2, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．63．「疥癬」17(8): 870-1, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．64．「肺ダニ症、ニキビダニ症、マダニ刺螫症」17(8): 

872-3, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．65．「昆虫刺螫症Ⅰ：ツツガムシ、ブユ、蚊、ヒメガムシ」

17(9): 984-7, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．66．「昆虫刺螫症Ⅱ：ハエ幼虫症」17(9): 978-9, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．67．「昆虫刺螫症Ⅲ：スナノミ刺螫症、シラミ咬症、チャド

クガ刺症、海水浴皮膚炎」17(10), 1104-6, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．68．「ヒル症、イカ精莢刺入症、ヒト精子による病変」

17(10): 1108-9, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．73．「病原体と紛らわしい構造物Ⅰ（花粉、チリダニ、植

物種子）」17(11): 1196-7, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．70．「病原体と紛らわしい構造物Ⅱ（食物残渣、結晶、虫

卵・虫体、真菌・細菌混入）」17(11): 1198-9, 1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．71．「病原体と紛らわしい構造物Ⅲ（Liesegang rings と

微小石灰化、澱粉粒子、myospherulosis、ダリエ病における原虫様構造物）」17(12): 1306-8, 

1999 

堤 寬．連載：感染症の病理（全 78 回）．72．「病原体と紛らわしい構造物Ⅳ（異物、封入体）」

17(12):, 1310-2, 1999 
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堤 寬．病理医の目．朝日新聞夕刊科学欄、連載（2 月 3 日～3 月 29 日、計 24 回）、1999. 

堤 寬．Helicobacter pylori 感染胃の病理．組織細胞工学 25(8): 288-92、1999 

堤 寬．免疫組織化学の病理診断への応用．組織細胞化学 1999（日本組織細胞化学会編）：52-

61、1999 

堤 寬．皮膚リーシュマニア症．病理と臨床 17(9): 972-3, 1999 

田澤賢一、堤 寬．消化管悪性リンパ腫の組織分類．G.I. Research 7(1): 3-10, 1999 

川井健司、堤 寬．スライドグラス破損の際の対策．検査と技術 27(11): 1315-6, 1999 

梶原博、堤 寬．糖尿病における膵病変．病理所見を中心に．医学のあゆみ 188(5): 437-41, 

1999 

佐藤文子、梅村しのぶ、堤 寬．癌微小転移の病理組織学的検出：乳癌における sentinel node 

biopsy および微小骨髄転移検出の意義．医学のあゆみ 191(3): 219-22, 1999 

細川洋平、岸本光夫、望月衛、新井昇一、堤 寬．in situ hybridization 法．臨床消化器内科 

14(3): 377-82, 1999 

堤 寬．東海大医学部における新 COS (Case-Oriented System) カリキュラム．米国型クリニカル

クラークシップの成功を目指して．第 44 回日本病理学会秋期特別総会教育委員会ワークシ

ョップ・プロシーディング「病理卒前教育：チュートリアル教育・統合（臓器別）講義の現状．そ

の効果と問題点（1998 年 11 月 20 日開催、奈良）．1999 年 3 月、p 49-63 

堤 寬．病理解剖マニュアル：感染予防対策．病理と臨床 16（臨増）: 97-107, 1998 

堤 寬．病理検査室におけるバイオハザード．ヒストロジック 2: 14-7、1998 

堤 寬．病理解剖におけるバイオハザード．医学のあゆみ 185(2): 137-40、1998 

堤 寬．胃 MALT リンパ腫における所属リンパ節病変の意味するところ．胃と腸 33(3): 484-8, 

1998 

川井健司、芹澤昭彦、永倉貢一、堤 寬．患者血清を利用した酵素抗体法染色．原虫感染症へ

の応用．医学検査 47(6): 1024-7、1998 

堤 寬．肺感染症の病理．呼吸 17(7): 778-93、1998 

堤 寬．in situ hybridization 法の感染症領域における展開．臨床検査 42(9): 973-77、1998 

堤 寬．抗原賦活化法・増感法．組織細胞化学 1998（日本組織細胞化学会編）：30-6、1998 

殿岡幸子、波多江新平、杉山郁子、向野賢治、堤 寬．パスツール研究所に想う院内感染の予

防．医学のあゆみ 184(7); 644-5, 1998 

鈴木康夫、堤 寬．リウマチ性骨病変と破骨細胞様細胞．医学のあゆみ 186(13): 921-2, 1998 

堤 寬．細胞増殖とアポトーシス ～stable cell、stabilized cell と renewing cell～．医学のあゆみ 

187(5): 463-4, 1998 

堤 寬．「医療現場の事故」予防対策の基本：感染リスクが高い院内医療従事者は意識改革を．

日経メディカル 1998 年 6 月号: 115-9, 1998 

田澤賢一、堤 寬．TNM 分類．病理学の立場から．癌と化学療法 25(4): 617-22, 1998 

川井健司、堤 寬．トラブルシューティングシリーズ：免疫組織化学染色の基礎と実際．Medical 

Technology 26(4): 373-7, 1998 

堤 寬．腸上皮化生の機能．G.I. Research 6(4): 272-7, 1998 
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